
質
問

農
業
大
学
校
移
転
に
伴
う
跡
地

活
用
に
つ
い
て
。

一

現
時
点
の
進
捗
状
況
は
。

二

市
民
か
ら
の
意
見
等
は
。

三

今
後
の
市
の
考
え
方
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

戦
略
的
環
境
影
響

評
価
の
結
果
や
市
民
、
市
の
意
見
を
踏

ま
え
た
基
本
構
想
の
ま
と
め
が
震
災
の

影
響
で
遅
れ
て
い
る
。
今
後
も
県
市
間

で
の
調
整
が
必
要
。

二

市
民
の
意
見
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た
意
見
は
、

ど
れ
も
こ
の
地
域
に
対
す
る
期
待
の
大

き
さ
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
、
市
民
と
と
も
に
、
実
り
あ
る
跡

地
活
用
と
な
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

三

第
５
次
鶴
ヶ
島
市
総
合
計
画
で
掲

げ
た
市
の
将
来
像
の
一
つ
で
あ
る
「
明

日
に
つ
な
が
る
活
力
の
ま
ち
」
を
具
現

み

ど

り

化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
水
土
里
の
交

流
圏
の
構
築
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
農
業
大
学
校
移
転
後

の
跡
地
に
、
企
業
誘
致
を
行
い
、
市
内

に
就
労
の
場
を
確
保
し
て
い
く
。
同
時

に
、
人
が
集
う
こ
と
で
生
ま
れ
る
に
ぎ

わ
い
と
、
周
辺
に
広
が
る
農
地
の
活
用

を
連
動
さ
せ
、
第
６
次
産
業
を
モ
デ
ル

に
、
新
し
い
農
業
の
在
り
方
も
示
し
て

い
く
。
震
災
の
影
響
も
あ
る
が
、
着
実

に
進
め
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

地
の
利
を
生
か
し
た
日
帰
り
観
光

二

平
成
２３
年
度
の
市
民
体
育
祭

質
問

防
災
行
政
無
線
の
一
部
難
聴
地

域
に
つ
い
て
。

一

難
聴
地
域
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

二

難
聴
地
域
の
解
消
方
法
は
。

三

全
地
域
が
聴
取
可
能
に
な
る
時
期

は
。

答
弁
一
（
市
長
）

防
災
行
政
無
線
は

昭
和
６０
年
に
整
備
し
、
平
成
１６
年
度
の

設
備
更
新
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、

数
は
５８
基
で
あ
る
。

防
災
行
政
無
線
は
、
屋
外
で
聞
く
こ

と
を
前
提
と
し
て
設
計
し
て
い
る
。
現

在
聞
き
づ
ら
い
地
域
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
地
域
の
特
定
は
で
き

て
い
な
い
。

二

難
聴
の
原
因
解
明
と
地
域
を
特
定

し
た
う
え
で
、
改
善
策
を
進
め
、
難
聴

地
域
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
個
別
受
信
機
や
災
害
用
ラ
ジ
オ

と
い
っ
た
防
災
行
政
無
線
を
補
完
す
る

機
能
の
導
入
も
研
究
し
て
い
く
。

三

現
在
、
難
聴
の
原
因
解
明
と
難
聴

地
域
の
特
定
は
で
き
て
い
な
い
。
そ
の

た
め
、
具
体
的
な
対
処
方
法
等
も
決
ま

っ
て
お
ら
ず
、
全
域
が
聴
取
可
能
と
な

る
時
期
に
つ
い
て
言
及
で
き
な
い
。

難
聴
の
原
因
解
明
と
難
聴
地
域
の
特

定
な
ど
、
難
聴
の
解
決
策
に
つ
な
が
る

全
自
治
会
へ
の
調
査
を
一
刻
も
早
く
進

め
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

本
市
の
一
般
住
宅

の
耐
震
診
断
補
助
金
利
用
に
つ
い
て

内野 嘉広 議員

農業大学校の跡地活用について

水土里の交流圏の構築を目指す

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用

全
域
聴
取
可
能
と
な
る
対
策
を
検
討

農業大学校の構内

杉
田

恭
之

議
員

防災行政無線
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